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1. はじめに
昨今の情報社会の中で，記号列間の表記的な類似
性に留まらず，記号列の意味を考慮した類似性の測
定方法が求められている．例えば情報量の多いイン
ターネット上から望む情報を探し出すには，提示し
た例（検索キーワードなど）と意味的に似ている情
報が自動的に提示されることが望ましい．そのため
我々は，Web上の辞書サイトWikipediaのデータを
利用して文字列の意味を考慮し，文字列間の類似度
を計算するシステムを試作したが，記憶容量コスト，
計算コストが高いことが問題であった．そこで本発
表では，前処理により日本語の問題の解決や情報量
圧縮などを行い，その後高速に文字列間の意味的な
類似度距離を計算するシステムを提案する．

2. 文字列間の意味的な類似度距離計算
文字列間の距離について，従来は表記の違いを考
慮するものが中心であり，現在においても入力ミス
の検出など多くの分野で使用されている [1]．しかし，
それらは文字列の意味の類似性を考慮したものでは
ない．文章の構造を考慮した類似度の計算法として
は，WordNetあるいは日本語WordNetを利用した
研究がある [2][3]．ただし本研究では，構造の情報が
乏しい短い文字列同士の類似度の推定も可能とする
ため，単語の関連語が蓄積されていると考えられる
Wikipediaコンテンツを利用する．
類似度を計算する式は次の正規化 Lucene 距離

（Normalized Lucene Distance:NLD）である：

NLD(x, y) = 1.0 − e−αNGD(x,y). (1)

ただし

α = log
(

min(f(x), f(y))
f(x, y)

)
(2)

である．また，

NGD(x, y) =
max{log f(x), log f(y)} − log f(x, y)

log N − min{log f(x), log f(y)}
(3)

であり [4]，N は検索対象の総ページ数を，f(x)は
単語 xを検索エンジンにて検索した場合のヒット数
を，f(x, y)は 2単語を同時に検索した場合のヒット
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数を表す．検索エンジンは，データ量が十分に多け
ればWeb 上のオンライン検索エンジンである必要
はない．本研究では，検索エンジンとして Apache
Lucene1)を用いている．Luceneはオフラインの検索
エンジンであるため，検索対象のコンテンツは編集
やカスタマイズが可能である．

3. 正規化 Lucene距離計算への前処理の
導入

本研究では，以下のようなシステムを作成した．
検索対象とするコンテンツとしては，Wikipedia
日本語版のXML形式データ 2)を用いる．Wkipedia
の XMLデータからはプログラミング言語 Rubyの
XMLパーサライブラリであるNokogiri3) を用いて
検索に必要なデータを抽出される．また，英語には
ない日本語の問題である単語の区切りを検出するた
めの形態素解析の辞書にはNAIST-JDIC4) を，形態
素解析エンジンには Igo-Analyzer5) を採用した．
かつて我々は，これらの採用技術の下で，次のよ
うな処理を行うシステムを構築した [5]：

(1) NokogiriによりWikipedia XMLよりコンテン
ツを抽出

(2) Luceneにより，検索インデックスを作成
(3) Lucene及び Igo-AnalyzerによりWikipediaコ
ンテンツを検索し，式（1）により距離を計算

このシステムを 2011年実装と呼ぶことにし，その
評価結果は単語間の類似度を推定する目的には良好
な結果が得られたが，Wikipediaデータの検索イン
デックスが巨大で記憶容量コストが高く，それに伴
い検索時間の長くなり類似度距離の計算コストが高
くなることが課題であった．
そこで本発表では，次のように前処理を強化し最
適化された検索インデックスを作成することで各種
コストを削減しようと試みた：

(1) NokogiriによりWikipedia XMLよりコンテン
ツを抽出

(2) Igo-Analyzer によりWikipedia コンテンツを
形態素解析し，Wikipedia 1ページの分かち書
きされた形態素を一意化したのち，Luceneに
より検索インデックスを作成

1)http://lucene.apache.org/
2)http://dumps.wikimedia.org/jawiki/latest/jawiki-

latest-pages-articles.xml.bz2
3)http://nokogiri.org/
4)http://sourceforge.jp/projects/naist-jdic/
5) http://es.sourceforge.jp/projects/igo/
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表 1: NLD実装差
項目 2011年実装 2012年実装

前処理 (1) XML解析 XML解析

前処理 (2) index作成 形態素解析

前処理 (3) 形態素一意化

前処理 (4) index作成

距離計算 (1) 形態素解析 ヒット数調査

距離計算 (2) ヒット数調査 距離計算

距離計算 (3) 距離計算

(3) Lucene 及び英文用のアナライザにより
Wikipediaコンテンツを検索し，式（1）によ
り距離を計算

この今回紹介するシステムは 2012年実装と呼ぶこ
とにする．ここで形態素の一意化とは，同じページ
に複数回現れた同じ形態素を一つとしてファイルに
書き出す処理のことを指す．
簡易なアイディアであるが，式（1）がページのヒッ
ト数を元に計算され，ページ内の単語の複数ヒット
数には関係ないため，重複形態素を削減して検索イ
ンデックスのサイズを縮小したことで記憶容量・計
算量の削減を図ろうとしたシステム実装である．検
索インデックスファイルののサイズ縮小と共に，検
索時に日本語形態素解析を行わないことも高速化に
寄与している．形態素解析は，検索インデックスを
作成する直前に行われ，その結果が重複形態素削減
に用いられる．過去の実装と今回の実装の比較を表
1に示す．以後，2011年実装をNLD1，2012年実装
を NLD2 と表記する．

4. 文字列間類似度測定比較実験
本節では，NLD1と NLD2の精度及び速度の比較
を行う．実験は，単語データとして楽天ジャンルの
「レディースファッション」「パソコン・コンピュー
タ」の中からそれぞれ 7つずつ単語を抽出し，全単
語間で類似度距離を計算した．計 14単語は次のよう
なものである：ワンピース, ドレス, トップス, アウター,

スーツ, 浴衣, 水着, パソコン, プリンタ, ディスプレイ, モ
ニター, マウス, スキャナ, ハードディスク. 式（3）中の
パラメータN は 1000000である．
図 1，図 2に，それぞれNLD1，NLD2により計算
した距離のグラフを示す．X軸及び Y軸は，座標 0
から 6がレディースファッションに属する単語，座
標 7から 13がパソコン・コンピュータに属する単語
であることを示している．後述するように大きく記
憶容量の削減を行ったにもかかわらず，図より 2つ
のジャンルが識別でき，両者はほぼ同等の精度の結
果が得られていることが分かる．
記憶容量コストの面では，表 1中の形態素一意化
の処理により，検索対象テキストファイルサイズが
4.5Gバイトから 1.8Gバイトへと約 2.7Gバイトの
大きな縮小を達した．また，そのテキストファイル

図 1: NLD1 による類似度測定

図 2: NLD2 による類似度測定

の Lucene検索インデックスのサイズは，2.3Gバイ
トから 830Mバイトへと約 1.5Gバイト縮小できた．
文字列の検索にかかる時間は，NLD1が平均 1400
ミリ秒，NLD2が平均 1296ミリ秒と，平均で 1回の
検索時間が約 104ミリ秒短縮できた．今回の実験で
は実施していないが，Lucene検索インデックスサイ
ズを縮小できたことにより，インデックスをメモリ
上に配置することができるため，チューニング次第
でさらに高速化できる可能性があると考えられる．
実験に用いた計算機は CPU が Pentium

M(1.6GHz) のノート PC で，OS は FreeBSD
8.2，Luceneの実行にはDiable Java 1.6.0を用いた．

5. おわりに
本発表では，提案済みである文字列の意味を考慮
した類似度距離を計算するシステムに対し，記憶容
量コスト及び計算コストを下げる改良案を提案した．
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